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各種外 界要四測定 の 結祟 か ら見て も太腸 光 が 群飛 の 成 立 に 不適當 と認め られ る強度に逹 して も活動を 止 め

ない 場合が あ る の で ある 。 こ の 樣な現 象を屡動 の 惰 性現 象 と 稱 した い （こ こ に 言ふ 惰 性 は嚴密な 物 e覲［的意

味 に 用 ひ た もの で な く通俗 な意 味 の もの で あ る ）。

　（3 ）　群　飛　の ．驀、

　風に 息が あ る こ と は
一一

般 に 知 られ た 事 實 で あ る が

こ れを群飛 の 息 と言ひ た い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

こ り 琵蟲 の 群 飛活動 に は 楓の 息に 伴ふ 盛裂 があ る 。

　　　　　　　　　　　未 曾 徇 嶽 由 動 物 群 聚 調 査 の 概・要

　　　　　　　　　　　　　　　 上　　野　　釜　　三 　　 （大津）

　昭 和 ］7 年 S 月 6一ユ2 日に 亘 り，川村 多實二 撤授 の 指揮 に よ り，娼 名 の 縁貝 を以 て 組織 し た木曾御嶽
山 生 物 研 究 隊 は ，同山 東北 西野 口 斜面 の 生 物群聚 を 調査 した 。 隊員 は 哺 乳類 ， 鳥類 ，昆 蟲類 ，そ の 他 の 動

物 ，寄生 蟲 ，植物 ，氣象及 び 陸水観 測等 の 專 門家及び補 助員 よ りな り ， 開則村床並 （高距 約 1000m ）と項

上 との 間を往律調査 した 。 そ の 目的は 單な る動 物槲調査に と どま らず ，所 謂 生 態 娯 酌調 査 を 旨 と し た 。 こ

の 烈面 に 於 け る 陸⊥動 物群聚 は ， 植 物帶 を 某礎 と して ．大略海拔 14SOm ま で を 落葉 瀏葉樹 林動物群 緊

（D），
】480− 2δOO ユ・・ を針葉樹林勸物群聚 （C ），2500　m 以 上 を高山 帶 、（高山灌本帶 ，高山 草 本 帶 ， 尚山裸

地 ）動 物群 聚 （、） とに 分 け ら れ る
。 別 に 溪流及 び 島 山 湖勤物群聚 の 2 を 陸水動物群聚 と して 分 つ

。 各勤

物群聚を構威 し て ゐ る動物 の 種數は ， 採集 し得た限 り餬ち最 少數 で は ，D が 最 も大 で ，　 C こ れ に 次 ぎ，　 A

が最 も小 で あ る。皀【1ち ，1〕 で は 270 種 以 上 ，C は ユOO 種以 上 ，　 A は 漸 く δ0 種 内外 で あ る
。 こ れ は 高

距 の 大小 に 件ふ 生態學的要 因 に よ る こ とは勿 論 で あ るが ， 今 竝 に 詳 し く邇 べ る餘裕が な い 。 父 ，
b−C

，
　C−A

の 限界 地 帶は生 態學的に 興 味が深 い が ，こ の 調査 で は 充分分析出來なか つ た 。 夫 々 の 群聚 内部 の 層聚 を 假

に ， 地 上 （g），革叢 （h＞，樹 枝 灌木 （身 長 高位 ま で ｝ （s ） の 三 に 分け ， 夫 々 の 動 物群 を見 る と ，g は D ，
C ，A で 次第 に その 割合を購 し ，h は A が最 も比 率大 に ，

D こ れ に 次 ぎ ，　C が 最 も小 さい
。
　 s は こ れ ら

とは反黝 に D −CA の 順 で ・1・ と な る 。 こ れ ts．植生 そ の 他環境 の 状態 に よ る當然 の 結 果 で あ る
。 昭 和 18 年

7− 8 月に 亘 り約 80 日聞 ． 同朦 の 調査を同 山 西北 斜面 に 行 ひ ，上 と 略 々 同樣 の 結渠 を餐た 。 　
’

　　　　　　　　 煙 螢 （Luciola 　parvula ）の 發光 器 の 構造 に 就 て

　　　　　　　　　　　　　　　挾　　闇　　交 　　
一

　　（京城 ）

　姫螢 は 高山 に 棲 む 人 手 し難 い 螢 の ため か その 發光器 の 構造を研究 した 人を 聞 か な い 。 そ こ で 自分 は 昨年

伊吹山 で こ の 螢を採集 しそ の 發光器 の 構造を 調査 した と こ ろ興昧 あ る威績 を鴛 たの で こ こ に 報告す る 譲 第

で あ る 。 こ の 螢 の 發光器 は 他の 本邦蓬 加 面如 屬 の 螢例 へ ば源氏螢 ，甼家螢 ，ツ V グ 卩 螢等 と違 つ て 氣 管

は 背測 の 反 射細胞 暦 か ら腹側 の 發光 細胞 層内 に 人 ・b然 毛こ の 中 を
…

定 の 聞隔を 置 い て 互 に 4 行 し て 垂 直に

走 る 。 氣 管 の 周園か ら短 い 側枝を掲 しそ の 末端 に 氣管終末細鮑 が存 在す る 。 こ の や うに 氣 管 の 周 圍に 氣管

終末細胞が 井筒｝伏に 規則 正 し く配列 し て ゐ る か ら發 光細胞 層 を水 平 に 切 斷 し て 齪察 す る と一定 の 聞隔を お

い て 蛇 の 目樣 の 絃樣を見 る 。そ の 中心 を な す もの は 氣管 で 蛇 の 口 を 造 る もの は 氣管終末細胞の 集團で あ
’

る 。 こ の や うな 發光器 は DAHTGREN の 分類 に 從 へ ば 第 二 型 の 甲型 に 簡す る もの で あ る 。 こ の 型 の 發光器

は 從來主 と して 熱幣産 の Luciota屬 の 螢 に 見 る もの と思 は れ て ゐ た ヵ：温帶 の 然 も冷 い 高 山 に 撥む 姫螢 に こ

の や うな興昧あ る 發光器 を見 る こ と は 注 目に 値す る 。 （講 演無 し）

西部滿淵 産齧齒 目中數 種の 分 布 に就 て

　　　谷 元 健 太 郎 　（鄭 家屯）
◎

滿酬國 の 哺乳動物 の 分布 に 就 い て は 森爲 三 博士 が 已 に 「動 拗學雜誌 」 ， 其他 で 報告せ られ て ゐ る が ， 西
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部滿洲に 於 け る 此類 に 關 t〕て は 余が 日本 生 物 地 理學 會曾報に 報告 し た こ と が あ る が 其後訥査 せ る 塾の の 一

部 に つ き獲表 して 見度い と思ふ 。

　齧齒類 の 各種 は 其 の ｛劉生 L家 屋内 t 排作地 ， 原野等場所 に よ る 棲息 の 邁 ， 不 置 が ある の 他 ， 同 じ く耕作

地 ， 原野に て も筒燥 ，濕地 等 地 勢 ⊥ の 壕 好 ， 細 砂± ， 壤質 砂土 ， 砂質壤 土 ， 壤土等 土質 土 の 嫌好 が あ る 。

從 つ て 各種 臨 の 分布 の 濃 談を論 ず る 資 料 た る 集鼠 は 是等 あらゆ る 地 域 に 於 て なす 可 き で あ る
。 以 上 を加昧

し各調査 部落に 就 て 家堅 内 ，耕作地 ，原野 の 別 に 分 ち ，捕鼠專門a）所員監督 の トに 可 及的總・べ て の 集旦 に 就

て 集鼠された 。 皀i】ち家屋内に を享息す る 鼠 は 西都 滿酬 の 何れ の 地方 に 於 て もマ ソ シ ウ ド ブ ネ ズ ミ が 主 で （92

％ ），極 く僅 か の モ ウ ：1 ハツ カ ネ ズ ミ （7．： ％） よ りな り t 他 の 種類 は 塗 く見 ら れ な い 。 耕 作地 に あ つ て は

何 れ の 地 方 に 於 て もモ ウ ユ ハ ツ カ ネ ズ ミ ，セ ス ヂ キ ヌ デ ネ ズ ミ ，々 ン シ ウ セ ス ヂ ネ ズ ミ が 大多數 を 占 め ，

F ブ ネ ズ ミ は 極 め て 稀 で 偲 か に O・9％ を占む る に 過 ぎ ない 。 是等耕作 地 に 於 け る 鼠 種 の 大多數を 占め る モ

』

ウ コ ハ ツ カ ネ ズ ミ ，セ X ヂ キ ヌ ゲ ネ ズ ミ ，マ ソ シ ウ セ ス ヂ 阜 ズ ミ の 3 樋類 は 土 質的 に 牛砂壤 土 を好 む もの

で 從 つ て 農耕に 適す る ±．地 に 多數縷息す る もの で あ る
。 同 じ く耕作地 と雖 ども新惠 縣 ，奈曼旗 の 如 く牛砂

土 よ りな る 土 質 で は λ ナ ネズ ミ が多數見ら れ る。原野 に 就 て は 砂質 の 比 軟的 少 な い 帥ち 砂質壁 土 に 近 い 前

郭廣 ， 乾安縣 ， 双 山 方 面 で は耕 熊地 ｝こ見 られ た モ ウ コ ハ ツ カ ネ ズ   セ ス ヂ キ ヌ ゲ ネ ズ ミ ．マ ソ シ ウ モ ス

ヂ ネ ズ ミ が 多數 見られ る が 開 通縣 ， 東 科 中旗 ，奈曼旗 ，新 惠縣等 牟沙淡地 帶 で は 長 等 は 見 ら 矛しない で ス ナ

ネ ズ ミ が 主 で あ る 。
ハ タ リ ス は何 れの 地方に 於 て も耕作地 ，・原野 共 に 多數 見 られる。（講 演無 し）

、

【

二 三 瓣 鰓 類 の 人 工 受 精 法 1こ 就 て

山 本 護 太 郎 。酉 岡 丑 三 （青 森）

　 ホ Pt　tt ，ア カ ザ ラ ガ ヒ を は じ め ア サ リ ，ノ ・マ グ リ等辯鯉類 の ある もの で は 人エ 受精 が 困難 な もの bl）．M　Q，

れ て ゐ る 。 最近和 田氏 （
ノ劫 は人 工 受精 9）困難 で あつ た シ ロ テ フ ガ ヒ の 卵 を ． 畑 巾 ・佐藤

・今井氏 （
t43

）

は ア サ リ及 び ハマ グ V の 卵 を共 に ア ム ぞ ニア 水 の 海水 稀釋滾 を 鳳 て 處理．し ， それ に精蟲 を加 へ る こ とに よ

り高率 な受 精 二箏を 得 て ゐ る 。又 演者等 は ホ タ テ ガ ヒ に 於 て 卵 と精 蟲を遖當 に 撰別す る こ とに よ り．人 工 受精

に 放功 し そ の 後 の 發 生 を 明 に して ゐ る （
ノAS ，大 h 本水裔 累 會講 償要旨）。

・
演者等 は 吏に ホ タ ア ガ ヒ 尋 の 卵

に Lo 琳 以來 の 人 エ 單爲生殖 の 手 法の 二 三 を應用 して 比較的容易 に 且 つ 確實に 受精 させ る こ と が で きた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　　 　　 5
1・ ホ 町 ガ ヒ 卵 を

．
緬 。。

〜．
1b緬 謬 定 の ア ム モ ニア 淋 稀鰍 ｝叢 し ・ れ に 精蟲 を tn　’ ・ 　3°　一．　−i　°

分 の 後通 常海水 に 移す こ とに よ り，前年演者等の 試み た受手融 1に 比 べ 遙 に 確實 な受精率を 認 め る こ と か で

きた 。 こ の 際苛 性 ソ ーダ を 以 て 處 埋 し た もの も，更に 尚張 海水 を 以 て 試 み た もの も良 好 な結采 は 得ら れ な

か つ た 。

　 　 　 　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け

　II． ア カ ザ ラ ガ ヒ 　 こ の 琢i｛に 於 て は 冒酒 1ソ
ー

ダ ，ア ム モ ＝ ア 及 び 酪酸處理 な ど何れ も良 好 で あつ た が ，

．　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 £　　 　 　 3　 　　 　　 　 　　 ．
劃 1羅 處理 は 最 もよ嚇 に 思 1よ才1・“・・こ れ 1’｝　

’
IL　6i。。

．〜
加 66規定 海水稀瀦 に 冠 分 閼浸 し そ の 後

1
’
F．常海水 に 移 して 精蟲 を加 へ る の で あ る 。 こ の 珊1に 於 て も高張 海水 更 に 苛性 ソ

ー
タ 及び ア ム モ ニア 以外 の

二 三 の ア ル カ リ藥 品 を 以 て 處 理 した もの は 塑 ま しい 結 呆 を 得 る こ とが で きな か つ た。　　 　　
’

IIL ア サ リ及 び ハ マ グ リ　 こ の 二 種 の 卵 は 性賦 が 酷 似 して ゐ る樣に 思 は れ た 故 に
一

括 して 述 べ る こ とに

した い
。 こ れ等 の 卵 は 酪酸 海水 ，高張海水 ，ア 厶 モ ＝ ア 海ホ 及 び 矧 寸氏 （

134
）の ウ ニ 類 の 人工 單 爲 生 殖 に

馬 ひ られ た 1 モ ル 尿素水溶液等に 浸す こ とに よ り何 れ も高隼な受精 卵 を得たが ， そ の 内殊 に 鹽化 マ グ ネ シ

ウ ム に よ る高張 湛水及び ア ム モ ニ ア 海水に よ る 處 理 は 好 ま しい もの の 如 くで あり更 に 胚 胞 の 淌失 と云 ふ 撰

黜 か らす る と きは 尿素水 浴液が最 も優れ て ゐ る 。 こ の 故 に まつ 俎定尿素水溶液 を以 て 2 分 30 秒
、3 分 間

　 　 　 　 　 　 　 　 3
　　　　　　　　　　 圭見定 ア ム モ ニ ア 海水 ｝こ移 して 精蟲 を加 へ 95 ％ に も逹 す る 受糀率を得た

。處理 ， 水洗 の 後
　 　　　 　　 　 1

，
eOO

　 以 土 蓮 べ た方法に 附加 ふ べ き は まつ 酪酸 等 の 脂 肪tt
，

7k ，高張海水及 び尿 素水溶液は 何 れ も卵 の 單爲生殖

的發生 を促す もの の 如 く，外見上 に は 晦胞 の 滄失 を著 し く促進 し 、 殊 に 尿素水溶 液に ア V ・リの 卵 を 3 分 閻
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